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Module # 48 A Load 95 A Load 143 A Load 192 A Load
(6.86 A / BCM) (13.6 A / BCM) (20.4 A / BCM) (27.5 A / BCM)
IBCM % deviation IBCM % deviation IBCM % deviation IBCM % deviation

U1 5.9 14.0 12.6 7.4 19.2 5.9 27.6 0.4
U2 7.1 3.4 13.2 2.9 19.9 2.5 27.3 0.7
U3 6.7 2.4 13.6 0.0 20.6 1.0 27.7 0.7
U4 7.4 7.9 14.4 5.9 21.3 4.4 27.4 0.4
U5 7.1 3.4 14.0 2.9 20.8 2.0 27.5 0.0
U6 7.2 5.0 14.0 2.9 20.9 2.5 27.7 0.7
U7 6.8 0.9 13.5 0.7 20.4 0.0 27.2 1.1
Worst case
deviation 

from 14.0 7.4 5.9 1.1
nominal (%)

Table 1
7個のBCM配列での負荷分担

Figure 5

Figure 6

B384F120T30-PBデモシステム

7個のBCM配列の測定用
デモ機

より洗練されたBCM並列運転カの例として、1.2kWで384Vから12Vへ変換する
B384F120T30-PBデモシステム（図6を参照）を紹介します。
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Information furnished by Vicor is believed to be accurate and reliable. However, no responsibility is
assumed by Vicor for its use. Vicor components are not designed to be used in applications, such as
life support systems, wherein a failure or malfunction could result in injury or death. All sales are
subject to Vicor’s Terms and Conditions of Sale, which are available upon request.
Specifications are subject to change without notice.

一般的なガイドライン
1. BCMには、必ず安全規格の要求に従ってヒューズを取り付けてください。
2. すべてのBCMを同時に起動／停止状態にするには、BCMのPCピンを接続する必要があり
ます。
3. ノイズカップリングとインピーダンスを最小限に抑えるために、すべての信号および電力
パターンをPCB（プリント基板）上に配置する必要があります。プリント基板レイアウトのガイ
ドラインの詳細については、AN:005を参照してください。
4. 複数のBCMの同期していないスイッチングによって生じるビート周波数だけでなく、一次
側の高周波循環電流も最小限に抑えるために、並列運転内の各BCMの+Inと直列にインダ
クタを配置してください。
5. 別々の電源から給電されているBCMの出力が並列に接続されている場合は、負荷分担に
おいて入力電圧のバランス調整が重要な役割を果たすため、各BCMの入力は均等でなけれ
ばなりません。
6. 多数のBCMが搭載された並列運転では、基板配線の問題によって、各BCMへの入力イン
ピーダンスと出力インピーダンスの不一致が生じる場合があります。その場合は、パターン
幅を変えることによって、配置間隔が狭いBCMと配置間隔が広いBCMの間でインピーダンス
を均一にしてください。
7. 多数のBCMが搭載された並列運転では、並列運転内の各BCMを均一に冷却することが困
難な場合があります。その場合は、BCMをできるだけ均一に冷却するように、ヒートシンクの
配置や空気の循環経路を調整してください。信頼性を最大限に高めるためには、全体の温度
はできるだけ低くしてください。

おわりに
大電力並列運転は、入出力接続の設計に注意しながら、BCMを並列に配置することによって
構成できます。BCMの入力と出力が並列に接続されていれば、複数のBCMによって本質的に
負荷分担されます。また、ROUTの正の温度係数により負荷分担を補正することができます。
均一に冷却されていると仮定すれば、並列運転は高精度の負荷分担を行ってフルパワーで
動作でき、ディレーティングの必要はありません。並列運転は、保護、効率性、および信頼性を
最適化し、ノイズを最小化するためのガイドラインに基づいて設計してください。
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